


②

　
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
功
労
者

表
彰
等
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

　
式
典
終
了
後
、
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
講
演
は
、「
あ
り
の
ま
ま
、
そ
の

ま
ま
に
生
き
る
」と
題
し
て
、真
屋

順
子
・
高
津
住
男
夫
妻
が
、
健
康
・

福
祉
・
家
族
の
絆
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
内
容
で
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
突
然
、妻
順
子
を
襲
っ
た
病
気
。

そ
の
病
魔
と
の
闘
い
の
中
で
学
ん

だ
健
康
の
あ
り
が
た
さ
、
人
と
の

出
会
い
、生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
、

家
族
愛
に
つ
い
て
、
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　
車
椅
子
か
ら
の
卒
業
を
目
標
に
、

懸
命
に
生
き
て
い
る
真
屋
順
子
氏

と
や
さ
し
く
支
え
て
い
る
高
津
住

男
氏
の
姿
は
感
動
を
誘
い
ま
す
。

　
本
年
３
月
１
日
に
、
白
浜
町
と
日
置
川
町
が
合
併
し
、
新
白
浜
町
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
機
会

に
、
従
来
開
催
し
て
い
た
「
メ
ル
シ
ー
２
万
人
!!
文
化
と
福
祉
の
集
い
」
を
、
新
た
に
第
１
回
「
し

ら
は
ま
文
化
と
福
祉
の
集
い
」
と
し
て
白
浜
会
場
と
日
置
川
会
場
で
開
催
し
ま
す
。「
輝
き
と
や
す
ら

ぎ
と
交
流
の
ま
ち
白
浜
」
を
テ
ー
マ
に
、
旧
両
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
文
化
と

福
祉
を
通
じ
て
、
健
康
で
豊
か
な
明
る
い
ま
ち
「
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
式
　
典
）

２－１

『真屋順子・高津住男』夫妻

■記念講演■記念講演■記念講演■記念講演■記念講演
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③

　
午
後
か
ら
は
「
公
民
館
サ
ー
ク

ル
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
と
自
主
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
活
動
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

　
心
が
自
然
と
癒
さ
れ
る
大
正
琴

の
音
色
、
朗
々
と
詠
い
あ
げ
る
詩

吟
、
あ
で
や
か
な
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
陰
陽
変
化
の
理
に

叶
っ
た
太
極
拳
、
毎
年
趣
向
を
こ

ら
し
た
衣
装
で
す
て
き
な
踊
り
を

み
せ
て
く
れ
る
民
踊(

民
舞)

、
な

つ
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
民

謡
、
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
白
浜
ぶ
ら

す
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
奏
、
女

声
コ
ー
ラ
ス
し
ら
ら
の
美
し
く
澄

ん
だ
歌
声
等
が
あ
り
ま
す
。

　
本
来
は
、
生
涯
学
習
ま
た
は
趣

味
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る

公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
各
行
事
、
他
市
町

村
で
の
発
表
会
へ
の
参
加
な
ど
、

積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
る
方
々

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
観

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
の
、
公
民
館
サ
ー
ク

ル
参
加
へ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
１
階
で
は
健

康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
骨
密
度

測
定
や
血
圧
測
定
、
歯
科
検
診
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
白
浜
会
館
広
場
で
は
「
う
ま
い

も
の
店
」「
て
づ
く
り
作
品
販
売

店
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
に
よ
り
出

店
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
白
浜
会
館
ホ
ー
ル
内
で

は
、図
書
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
、

絵
本
な
ど
の
図
書
の
展
示
や
紙
芝

居
、
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、会
場
各
所

で
は
消
防
体
験
や
交
通
安
全
コ
ー

ナ
ー
、盆
栽
の
展
示
、農
作
物
販
売

等
を
行
い
ま
す
。

　
白
浜
会
館
で
は
、
公
民
館
サ
ー

ク
ル
・
自
主
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

す
る
機
会
と
し
て
、
切
り
絵
や
書

道
、押
し
絵
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中

学
生
の
絵
画
も
同
時
に
展
示
し
ま

す
。

　
22
日(

日)

に
は
、
茶
道
サ
ー
ク

ル
が
、
お
茶
の
お
点
前
に
よ
る
抹

茶
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

          

（
サ
ー
ク
ル
発
表
会
）

（
サ
ー
ク
ル
発
表
会
）

（
サ
ー
ク
ル
展
示
会
）

（
健
康
ま
つ
り
）

３－１

３－２

３－４

３－３

※
う
ま
い
も
の
店
・
て
づ
く
り
作
品
販
売
店
は

　
９
時
か
ら
に
な
り
ま
す
。



④

職階上の段階、職務の級等による加算措置　有

［1.40月分］

［2.60月分］

1.40月分

1.60月分

1.45月分 ［ 1.85月分］

期末手当 勤勉手当

0.725月分 ［0.925月分］

0.725月分 ［0.925月分］

3.00月分

白 浜 町 国

同じ

［1.20月分］

      計

6月期

12月期

支給対象地域

支給対象職員数

全 地 域

支給率

1人当たり平均支給年額

1.5％

342人

調
整
手
当

（平成17年度決算から推計）
101,568円

区　　　　　　分

％

円

種

代表的な
手当の名称

消防勤務手当、塵芥集荷作業手当

消防勤務手当、塵芥集荷作業手当、
税務手当、技術者手当

手当の種類（手当数）

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給月額

多くの職員に支給
されている手当

支給額の多い手当

全 職 種

21.5

21,972

10

(１)期末・勤勉手当（平成１８年度支給割合）

　　　　　（平成１８年４月１日現在）

（２)調整手当（平成１８年４月１日現在）

(注)〔　〕内の数値は、管理職の支給割合です。

（３)退職手当（平成１８年４月１日現在）

月分 月分

月分 月分

月分 月分

月分 月分

1人当たり平均支給額 23,863千円

支
給
率

自己都合

勤続25年

－

国

同じ

勧奨・定年

　 27.30

　 42.12

加算措置

　 59.28

21.00

33.75

47.50

59.28

勤続20年

勤続35年

最高限度額

　 59.28

定年前早期退職特例措置（2％～20％）

白 浜 町

(注)１人当たり平均支給額は、平成17年度に退職した職員に支給された平均額です。

（４)特殊勤務手当（平成１７年度）

(注)医療職に支給される手当は、含まれていません。

（５)その他の手当（平成１８年４月１日現在）

(注)期末手当は、平成18年度の支給割合です。

内　　　容

扶養手当

（国と同じ）

住宅手当

区　分

通勤手当

・賃貸住宅に居住の場合
　（家賃が月額12,000円を超える場合に限る）
　月額27,000円を限度として家賃の額に応じ
　て支給（国と同じ）
・自宅の場合は月額1,000円（新築等の場合
　は5年間に限り2,500円）

時間外
勤務手当

平成17年度
（2・3月分）

平成16年度
（旧白浜町分）

職員１人当たり
支給月額 千円

千円
職員１人当たり
支給月額

支給総額

支給総額

19,954

38

45,842

20

・配偶者　13,000円
・配偶者のない被扶養者1人目11,000円
・被扶養者2人まで1人につき6,500円
・被扶養者3人目から1人につき5,000円
・満16歳の年度初めから22歳の年度末
　までの子1人につき　5,000円加算

通勤距離が片道2㎞以上の者で
・交通機関を利用する場合は、通勤に要する
　相当額（最高限度額55,000円）（国と同じ）
・交通用具（自動車等）を利用する場合は、
　通勤距離に応じて2,000円から13,000円
　までを支給（国は20,900円まで支給）

千円

千円

月期
月期
計

町　長
助　役
収入役

期
末
手
当

給
料

町　長
助　役
収入役

648,000
550,000
525,000

区　分

報
酬

300,000
250,000
230,000

円
円
円

給 料 月 額 等

円
円
円

6
12
月期
月期
計

1.40
1.60
3.00

議　長
副議長
議　員

議　長
副議長
議　員

6
12

1.40
1.60
3.00

月分
月分
月分

月分
月分
月分



⑤

( 1 )人件費の状況（普通会計決算）

（注）合併前の白浜町及び日置川町並びに合併後の白浜町の額を集計したもので、人件費には職員の給与、
　　退職手当、共済費のほか、特別職の給料及び報酬等を含んでいます。

（注）給与費は当初予算に計上された額で、職員手当には退職手当は含まれていません。

( 1 ) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成１８年４月１日現在）

17年 16年 15年 14年 13年

96.0 95.3 97.8 97.2 97.8

93.5 93.6 97.7 97.7 96.5

区分

白 浜 町

日置川町

区　分 平均年齢 区分 平均年齢 平均給料月額

351,600円
313,600円328,500円

一　般
行政職

幼稚園
教育職

平均給与月額

334,600円

330,200円
43.2歳 39.9歳

平均給料月額 平均給与月額

365,700円

（2 ) 職員給与費の状況（普通会計予算）

（3)特記事項
　  給与構造の見直しに伴う給料表の切替えに
　おける調整として、切替え後の給料月額と切
　替え前の給料月額との差額を支給しています。

（4)ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

(注)ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
　した場合の地方公務員の給与水準を示す数字です。

(注)「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　「平均給与月額」とは、給与月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住宅手当、時間外手当などの諸手当の額を合
　　計したものです。このうち、上段はこれら全ての諸手当込みのもので、下段は国家公務員と同じベース（時間外勤務手
　　当、　特殊勤務手当等を除く）で再計算したものです。

人
平成18年度

千円 千円 千円千円

315 1,126,721 371,671 468,954

区　分
職員数
（Ａ） 給　料

給　　　　与　　　　費
職員手当 期末・勤勉手当 計　（Ｂ）

千円

6,2451,967,346

（Ｂ／Ａ）
一人当たり給与費

円 円

円 円

190,800
138,800 146,700

決定初任給
170,200

一般行政職
区　分
大学卒
高校卒

2年後の給料

職　　員　　数（Ａ） 人 人

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇級した職員数（Ｂ） 人 人

比　　　　率　（Ｂ）／（Ａ） ％ ％

区 分
128

21.7 10.7

131

28 14

平成17年度 平成16年度

（2 )職員の初任給の状況
　　　　 （平成１８年４月１日現在）

（3)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成１８年４月１日現在）

（注）経験年数とは卒業後直ちに採用されている場合の採用後
　　の年数をいいます。

( 1 )一般行政職の級別職員数の状況（平成１８年４月１日現在）

（2 ) 昇給期間短縮の状況（一般行政職）

（注）旧日置川町職員分は、含まれていません。

人

（参考）平成16年
度の人件費率

％

25.9

歳出額
（Ａ）

千円

10,703,475
％

27.324,367 2,917,168
千円

区　分 住民基本台帳人口
（平成18年3月31日現在）

平成17年度

実質収支 人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

千円

185,043

47 47

21.7 34.3
26.1 26.1

180
32.8

8.6

59 18

28.3 100
10.0 100

係長　・　主任
主査　・　主事 副課長

課　長
副課長

２級 ３級 ４級

7.1

職員数（人）
構成比（％）

9
5.0

1年前の構成比（％）

主　事
事務員

 標　 準　 的　 な
 職　 務　 内　 容

１級区　　　分 ５級 計

区　分
円 円 円

円 円 円

大学卒
高校卒

経験年数20年

327,300
308,400

345,200
327,400

経験年数10年

281,700
228,300

経験年数15年

一　般
行政職

　　　１白浜町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
（注）



　

お問い合わせ先：役場建設課都市計画係　（℡４３ - ５５５５）

●木造住宅耐震診断事業（和歌山県木造耐震診断士登録者による診断）
　【募集件数】　　　　９０件（申込みは棟単位となります）
　【募集期間】　　　　平成１９年１月末
　【申込書配布場所】　役場建設課・富田事務所・日置川事務所
　【診断費用】　　　　無料
　【対象となる建物】　１．町内にある昭和５６年５月３１日以前に建築（または工事着手）された
　　　　　　　　       木造住宅等（専用住宅・併用住宅・長屋・共同住宅）
　　 　　２．木造軸組工法（枠組工法・プレハブ工法は不可）
　　 　　３．平屋または２階建て以下
　　 　　４．延べ面積が２００㎡以下

●木造住宅耐震改修補助金交付事業（耐震改修工事費の補助金の交付）
　【募集件数】　　　　１５件
　【募集期間】　　　　平成１８年１２月末
　【申請書配布場所】　役場建設課
　【補助金額】　　　　耐震工事費（耐震設計費含）の２ / ３（上限６０万円）を補助します。
　【対象について】　　下記までお問い合わせください。　

安心・安全なまちづくり支援
～地域の安心・安全の暮らしを住民とともにつくる活動の支援～

　赤い羽根共同募金が６０年を迎えたことを記念して、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指し、和
歌山県内の地域福祉の一層の充実を図るため、下記の募集要項により、草の根的な配分を行います。
◆和歌山県配分テーマ
　①地域の災害予防対策の支援　②地域の子どもたちの安全確保対策の支援
◆配分対象
　１年以上の活動実績があり、和歌山県内に所在し、地域住民の社会福祉の推進を図ることを目的とする
団体・施設・ＮＰＯ法人・ボランティア・グループ・住民団体等（法人格不問）
◆配分対象事業
　平成１９年１月～平成１９年３月末までに実施する主として次の事業費
①地域の災害予防対策のための事業
　社会福祉施設及び地域の自主防災組織等が訓練や講習会などを実施するための災害対策用備品・機械等
を購入する費用
②地域の子どもたちの安全を確保するための事業
　自治会や地域のボランティアグループ等が子どもたちや高齢者など地域の住民の見守り活動をするため
の備品等を購入する費用
◆配分額　１団体１０万円以内（配分率は、配分対象事業費総額の９０％以内）
◆申請受付期間　平成１８年９月１９日（火）～１０月３１日（火）１７時必着
◆配分決定　平成１８年１２月予定
募集に関する詳しいことは、白浜町社会福祉協議会（℡４３－５５６６）までお問い合わせください。

⑥



⑦

～「広報しらはま」９月号からの続き～

●　

　平成１８年度税制改正で、所得税から個人住民税への３兆円規模の本格的な税源移譲が実
施されます。
　この税源移譲にあたって、所得税及び個人住民税の税率構造が改正されますが、納税者の
負担が増えないように講じられる一つの措置として、人的控除の差に基づく減額措置を先月
号に掲載させていただきました。それに引き続いて今回は、税額控除である住宅借入金等特
別控除( 住宅ローン控除) に基づく調整措置について掲載させていただきます。

３．住宅借入金等特別控除(住宅ローン控除)適用者に対する調整措置
　平成１９年分以後の所得税で、住宅借入金等特別控除(住宅ローン控除)の適用がある場合、これまで、
住宅借入金等特別控除が所得税だけに適用されている税額控除であるため、平成１９年分以後の所得税の
税率比率が改正されることにより、今まで控除できていた税額が控除できないという問題が生じてきます。
　今回の税制改正において、住民税（町民税・県民税）が従来の５％の税率から１０％の税率に引き上げ
られても、全体として増税にならないようにするための措置として、原則として所得税を減額することに
より個人の税負担があまり生じないように税率比率が改正されます。
　しかし、住宅借入金等特別控除を適用している場合には、前年と同じ申告所得要件であったとしても、
平成１９年分以後の所得税制の下では、住宅ローン控除額の適用前に算出される所得税額自体が下がって
いますので、所得税の減額だけで全体の税負担が調整できない場合がでてきます。
　このような場合には、平成１９年分以後の所得税において住宅借入金等特別控除の適用がある方（平成
１１年から平成１８年までに入居されている方に限られます）のうち、次の算式で計算した場合において
控除残額が生じているものについては、翌年度分の住民税から当該控除残額に相当する額が減額できます。

【住宅借入金等特別控除額の計算式】

※この措置は、対象者から「減額申請書」による申請に基づき、市町村長が税務署長に照会して減額すべ
き金額を確認する方法によって翌年度分の個人住民税から減額を実施します。
　なお、「減額申請書」の提出は、所得税の確定申告を行なう方は税務署へ確定申告書とともに提出し、所
得税の確定申告を行ない方は市町村へ提出することになります。

◇適用時期と対象者
　平成２０年度以後(平成１９年１月１日から平成１９年１２月３１日までの期間の収入に対して課税さ
れる分）の個人住民税から適用されます。適用の対象となる方は平成１１年から平成１８年までに入居さ
れている方で、住宅借入金等特別控除の適用をされている方に限られます。

控　除　残　額
※翌年度分個人
住民税から減額

次表の①と②
のいずれか小
さい金額

当該年分の所得税額（住宅借入
金等特別控除の適用がないもの
とした場合の所得税額です）

①当該年分の住宅借入金等特別控除額

②当該年分の課税総所得金額、課税退職所得金額及び課税山林所得金額に税源移譲のための改正前の
税率を適用した場合の所得税額（住宅借入金等特別控除の適用がないものとした場合の所得税額です）

＝－



⑧

　●主な改正のポイント
　①高齢者の自己負担の見直し
　②食費・居住費の負担の見直し
　③医療費の自己負担限度額の見直し等

②食費・居住費の負担が見直されます。
１．７０歳以上の方が療養病床に入院された場合、食費と居住費が保険対象外となり、食費
　（食材料費・調理コスト費相当）・居住費（光熱水費相当）の一部を負担していただくこと
　になります。
２．療養病床に入院する７０歳以上の高齢者の長期入院患者については、低所得の方に配慮
　しつつ、食費・居住費が介護保険制度と同額となります。

※低所得者Ⅰ①の区分は、老齢福祉年金受給者を対象とし、低所得者Ⅰ②の区分は、現行の低所得者Ⅰの
うち、老齢福祉年金受給者以外の方を対象とします。

①高齢者（現役並みの所得者）の自己負担額が変わります。
　７０歳以上の高齢者のうち、現役並みの所得者は自己負担割合が３割負担となります。

　

　※現役並みの所得者・・・課税所得１４５万円以上の高齢者

　ただし、下表に該当されない世帯の方は、申請により１割負担（一般の区分）となります。

高齢者２人世帯
高齢者単身世帯

約　５２０万円以上（年収ベース）
約　３８３万円以上（年収ベース）

平成１８年９月まで 平成１８年１０月から



⑨

　病気やけがをしたときに支払った医療費等の平成１７年度白浜町国民健康保険特別会計の決算がまとま
りましたのでお知らせします。

　歳入、歳出の主な内容は次のとおりです。被保険者一人当たりの保険給付費（歳出）は、約１８万１千
円となりました。これは、白浜町国民健康保険（老人保健を除く）が負担する医療費のために支払った金
額です。一方、被保険者一人当たりの国保税収納額（歳入）は、約５万９千円になりました。この歳入と
歳出の差は、国や白浜町の一般会計などでまかなわれています。
　平成１７年度国保税収入は、収入全体の約２８％になっており、また、医療費支出額は、支出全体の約
８１％を占めています。医療費は年々増加する傾向にあり、財政圧迫の要因にもなっています。
　また、医療費の増加は、家計を圧迫する要因にもなり、かかりつけのお医者さんを持ったり、運動や食
生活に気を配ったり、小さな心がけでも医療費の節約につながります。

　一方、国保税の収納率は低下する傾向にあります。国民健康保険は、医療費を国保税と国の支出金など
でまかなう仕組みで運営しています。みんなで支え合って成り立つ制度です。国保財政の安定した運営を
図っていくためには、国保税の完納について、ご理解とご協力をお願いします。

●白浜町国保の被保険者数　１２ , ７７５人（平成１８年３月末現在）
・一般被保険者（７ , ４３６人）　・退職被保険者（１ , ９８９人）　・老人医療受給者（３ , ３５０人）
●平成１７年度国保会計決算額（旧町分も含む）
◇歳入総額　2,812,998 千円　
①保険税786,766 千円(28.0％) ②国庫支出金912,575 千円(32.4％) ③その他 1,113,657 千円(39.6％)
◇歳出総額  2,764,237 千円
①保険給付費 1,712,686 千円(62.0％) ②老人保健拠出金 527,724 千円(19.1％) ③その他 523,827 千円（18.9％）

③医療費の自己負担限度額が見直されます。
　医療機関に支払う高額療養費（高額医療費）に係る自己負担の１カ月の限度額（自己負担
限度額) が引き上げられます。

※金額は 1 カ月当たりの限度額。（　）内の金額は、多数該当（過去１２カ月に３回以上高額療養費の支
給を受け４回目の支給に該当）の場合。

☆７０歳未満の方
平成１８年９月まで 平成１８年１０月から

☆７０歳以上の方
平成１８年９月まで 平成１８年１０月から



⑩

　白浜町では、介護保険料を納付す
ることにより生活が困難となる高齢
者の介護保険被保険者に対し、生活
支援手当を支給します。
　これは納付していただいた介護保
険料の４分の１に相当する額を１０
月と４月の年２回に分けて支給する
ものです。
　但し、前月までの介護保険料が未
納のときは支給できません。
　左記の条件に該当する方で、まだ
申請をしていない方は、役場民生課福
祉係・介護保険係（℡４３－５５５５）
までお問い合わせください。

～口腔の状態は高齢期の健康に影響します～

　白浜町地域包括支援センターでは、和歌山大学本山教授の監
修・指導のもと「しららぴんしゃん体操」のポスターを作成し
ました。「しららぴんしゃん体操」は９種目の筋力トレーニン
グに加え、バランスを崩さないようにゆっくりと歩く「筋トレ
ウォーク」、さらに踏み台を利用した「ステップ運動」で構成
しています。
　皆さんにぜひこの体操に取り組んでいただき、足を持ち上げ
るために必要な太もも前面の大腿四頭筋、腰椎と大腿骨をつな
ぎ直立姿勢や太ももを持ち上げるために必要な大腰筋を強くし
ていただき、元気で生き生きと過ごしていただければと思って
います。
　このポスターは白浜町役場・富田事務所・日置川事務所で配
布しておりますのでぜひご活用ください。お問い合わせは、白
浜町地域包括支援センター（℡４３－５５５５）まで。

１０－１



⑪

①温泉入浴
◇実施日　毎週月・水・木曜日
◇方　法　１０月１日から日置川事務所・住民交流センター
　　　　　（安宅）・安居出張所・市鹿野出張所で無料優待券
　　　　　を発行しますので、免許証または健康保険証を持
　　　　　参してください。

②マッサージ
◇実施日　毎月第１木曜日午後１時から５時まで
　　　　　自己負担額（５００円）

③健康相談
◇実施日　毎月第１木曜日午後１時３０分から４時まで

　任期満了に伴う白浜町農業委員会委員の選挙が８月１日に行われ、２０名の委員が無投票で当選さ
れました。この選挙選出委員と農協、農業共済、土地改良区の各団体から各１名推薦された３名の委
員並びに町議会から推薦された４名の委員の合計２７名の委員が、平成１８年９月から平成２１年８
月までの任期で、農業委員会等に関する法律に定められた農地行政の厳正な実施、地域農業の持続的
な発展と、わが町の振興に寄与するため、農業・農民の公的代表機関として活動して行きます。

　白浜町農業委員会委員をご紹介します。（５０音順）

市川　博　　　安居　　（63 歳）選挙　　　　　

上野　啓司　　田野井　（55 歳）選挙　　　　　

榎本　忠晴　　椿　　　（61 歳）選挙　　　　　

尾﨑　達人　　安宅　　（51 歳）議会推薦　　　

尾﨑　義治　　口ヶ谷　（61 歳）選挙　　　　　

柏木　綾子　　十九渕　（62 歳）議会推薦

柏木　道美　　富田　　（71 歳）選挙

栗栖　一　　　栄　　　（48 歳）選挙

小塚　晴保　　栄　　　（67 歳）土地改良区推薦

坂本　弘志　　庄川　　（71 歳）選挙

清水　幸八　　市鹿野　（71 歳）選挙

鈴木　義辰　　内ノ川　（65 歳）選挙

寒川　敏行　　湯崎　　（61 歳）議会推薦

瀧川　洋　　　塩野　　（63 歳）選挙

田中　英二　　大古　（64 歳）農業共済推薦

玉置　文男　　堅田　（63 歳）選挙

津田　哲　　　才野　（56 歳）農業協同組合推薦

徳田　勤　　　日置　（56 歳）選挙

中岩　政橘　　富田　（78 歳）選挙

中田　貞吉　　才野　（77 歳）選挙

東　　好一　　才野　（73 歳）選挙

福田　憲治　　堅田　（72 歳）選挙

撫養　里彦　　平　　（67 歳）選挙

森山　晃年　　保呂　（66 歳）選挙

山本　孝一　　中　　（45 歳）議会推薦

山本　耕三　　中　　（78 歳）選挙

山本　正子　　富田　（71 歳）選挙

お問い合わせは、お問い合わせは、お問い合わせは、お問い合わせは、お問い合わせは、白浜町保健センター白浜町保健センター白浜町保健センター白浜町保健センター白浜町保健センター（（（（（℡℡℡℡℡４４４４４３３３３３－－－－－０００００１１１１１７７７７７８８８８８））））） までまでまでまでまで
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　暮らしのすすめ」　暮らしのすすめ」　暮らしのすすめ」　暮らしのすすめ」　暮らしのすすめ」

◇講師
  浜松医科大学講師

　　　臨床心理士　高槻 絹子 先生

◇実施日及び場所
①１０月２７日１０月２７日１０月２７日１０月２７日１０月２７日（（（（（金金金金金）））））午後７時から

　川添山村活性化支援センター
②１０月２８日１０月２８日１０月２８日１０月２８日１０月２８日（（（（（土土土土土）））））午後１時３０分から

　美之浦保健センター

リヴァージュ・スパひきがわにおいて、
次の健康保持増進事業を実施します。

◇対象　日置川地域の６５歳以上の方
◇期間　平成１８年１０月から平成１９年３月まで



⑫

資機材を購入　平成１８年度ふるさと消防団活性化助成事業
　白浜町消防本部は、宝くじ普及広報事業の一環である「平成１８年度ふるさと消防団活性化事業」の助
成を受け、下記の資機材を購入しました。
　これらの資機材は、春秋の火災予防週間の啓発、宿泊施設や小中学校、町内会、消防団、自主防災組織
等の各種団体への防火講演会や救急講習会等に利用します。

　　　　◆購入品目
　　　　１）液晶プロジェクター及びスクリーン一式
　　　　２）パソコン１台
　　　　３）リトルアン（簡易救急用人形）７体
　　　　４）ビデオカメラ一式
　　　　５）火災予防広報用横断幕１枚

１２－２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２－１

　安宅青年会が、平成１８年度一般コミュニティ助成
事業助成金（宝くじ助成金）２，５００，０００円を
受け、やぐらや太鼓、提灯などの夏の盆踊り備品の整
備改修を行いました。この事業は、宝くじ受託事業収
入を財源とし、コミュニティの健全な発展を図るとと
もに宝くじの普及広報事業を行うために、必要な施設
または設備の修繕整備に助成しているものです。

（宝くじ助成金で整備した備品）

　今回は介護保険料のことについてお話させていただきます。
　国が、介護保険制度を導入し６年以上が経過いたしました。この間、全国各地で試行錯誤の取り
組みが始まりました。戦後全国の自治体は自治法に謳われている「社会福祉の向上」に向けて取り
組んできました。
　白浜町においても同様です。歴代の町長が社会福祉の向上のため、老人ホームの建設や病院等の
設立に取り組んできました。その努力の結果、今日では近畿圏でもトップクラスの福祉施設の充実
した町に変貌してまいりました。これらの施設の利用料は介護保険制度が導入されるまでは町民に
直接請求する方法ではありませんでしたが、保険制度が導入され、４０歳以上の国民に直接負担を
求めることになりました。
　介護保険法では、３年毎に保険料（負担金）を見直すことが義務付けられています。その他にも
法律で色々な制限を掛けられています。
　例えば、一般会計（町の主たる予算のことです）から、助成し保険料を低く抑えることも出来ま
せん。従いまして介護等で必要とする費用は、国と県、町が負担する金額を差し引いた後の残額分
は利用者も含め、４０歳以上の方から頂くお金（介護保険料のことです）で賄わなければならない
のです。
　白浜町においては、今日でも老人ホームや病院へ入所待ちの方々が沢山おられます。中には入所
待ちの間に、入所出来ず亡くなられる方もおられます。認知症の家族を抱えた家庭では、症状が進
み、介護度が上がると、家庭での介護はほぼ不可能な事態となります。
　介護保険料が上昇することは大変申し訳ないのですが、長い人生の中で、健康に恵まれ、終焉の
日を迎えられる方と、福祉施設等で介護を受けざるを得ない方がおられます。皆さん同じ世代を過
ごした同じ町民です。今後共皆さんで支え合って安心して生活できる町でありたいと考えます。
　そうは云っても保険料負担も大変ですのでこれ以上介護保険料が上昇しないよう、介護予防事業
に積極的に取り組みます。ご理解いただけますようお願いいたします。
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１３－２

　９月６日、老人福祉週間（９月１５日～２１日）に先駆け、町長が在宅最高齢者、100 歳以上の方々及
び施設訪問をして、記念品を贈り長寿をお祝いしました。
 また、９月１３日には、白浜会館で敬老会が行われました。式典のあと、各地区の婦人会の皆さんや保
育園児による踊りや劇を楽しまれました。

敬老会

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
会
へ
出
場
　

　
小
学
６
年
生
男
子
の
部
１
０
０
ｍ

　
県
大
会
で
優
勝
（
タ
イ
ム
13
秒
26
）

　
こ
の
ほ
ど
、南
白
浜
小
学
校
６

年
生
の
元
戎
勇
斗
君
が
、和
歌
山

県
小
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

の
小
学
６
年
生
男
子
１
０
０
ｍ
の

部
で
、13
秒
26
の
記
録
で
見
事
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
こ
の
記
録
は
、日
本
陸
上
競
技

連
盟
が
設
定
し
て
い
る
標
準
タ
イ

ム
を
上
回
り
、８
月
25
日
か
ら
27

日
に
か
け
て
（
財
）
陸
上
競
技
連

盟
主
催
の「
第
22
回
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
会
」に
出
場
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
国
交
流
会
は
、国
立
競
技
場

で
開
催
さ
れ
、各
都
道
府
県
の
代

表
選
手
が
出
場
し
、元
戎
君
の
順

位
は
20
位
の
成
績
で
し
た
が
、13

秒
02
の
記
録
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
！
　

出発前、白浜町役場にて
激励を受ける元戎君

１３－３

⑬

スタート前の元戎君（写真中央）

１３－４

１３－１－２

敬老訪問



白浜町清掃センター ℡45-3800
日置川水道事務所　 ℡52-2179
白浜町中央公民館 　℡42-2269

日置川焼却場 　　℡52-2750
町立図書館 　　　℡43-2922
日置川拠点公民館 ℡52-2660

白浜町上下水道課 ℡45-2000
町立児童館 　　　℡45-2117
中央保健センター ℡43-0178

⑭

　

　

※1、※2　送信開始の年は決定しているが、具体的な開始時期については未定。

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

　　
最
近
、白
浜
町
内
で
も
悪
質
商
法

に
よ
る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、手
口
も
巧
妙
に
な
っ
て
お

り
、特
に
一
人
暮
ら
し
の
方
や
高
齢

者
の
方
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
●
本
当
に
必
要
か
よ
く
考
え
る

　
●
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

　
●
断
る
と
き
は
は
っ
き
り
と
　

　
●
迷
っ
た
と
き
は
早
め
に
相
談

　
●
契
約
内
容
は
よ
く
確
か
め
て

　
●
署
名
や
押
印
は
慎
重
に

　
ま
た
、被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
注
意
が
必
要
で

す
。

　
そ
こ
で
、消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、消
費
生
活
問
題
に
関
す
る
ビ

デ
オ
の
貸
し
出
し
や
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
無
料
講
演
会
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、サ
ー
ク
ル
や
町
内
会

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
は
、
役
場
観
光
課
（
℡
４
３
ー
５

５
５
５
）、ま
た
は
、和
歌
山
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所
（
℡
２

４
ー
０
９
９
９
）ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 2011 2010 2009 2008 2007 
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庄川ミニサテライト送信開始

田辺、槇山から送信開始

　和歌山県電子自治体推進協議会（和歌山県内市町村及び県で構成）では、現在、インターネットを
利用した「県内の市町村への電子申請に関するアンケート」を行っています。
　「利用してみたい」と思う電子申請システムを提供させていただくため、皆さまのご意見、ご要望を
お聞かせください。是非ご協力をお願いします。（１１月１５日まで）
　URL：https://www.pref.wakayama.lg.jp/secure/research1/research1.php
　（白浜町のホームページ（新着情報）からもアクセスできます）

【お問い合わせ】和歌山県電子自治体推進協議会　事務局（和歌山県企画部ＩＴ推進局情報政策課）
　　　　　　　 TEL：073-441-2405 ／ FAX：073-441-2409 ／ﾒｰﾙ：e020100@pref.wakayama.lg.jp

【お問い合わせ】役場企画財政課 情報政策室（℡４３－５５５５）



白浜町役場 ℡43-5555
富田事務所 ℡45-0009
安居出張所 ℡53-0009

日置川事務所 ℡52-2300
椿出張所 　　℡46-0052
市鹿野出張所 ℡54-0001

人　口　２４，３３１人
　　（先月比 －１１人）
　男　　１１，４４５人
　　（先月比　 －３人）
　女　　１２，８８６人
　　（先月比　 －８人）
世帯数　１０，８４８世帯
　（先月比　－１世帯）
　※平成１８年９月１日現在

公証週間
　１０月１日から７日は、公証
週間です。
　遺言書や金銭・土地・建物の賃
借、離婚にともなう養育費の契
約書等は、公正証書にしておく
と安心です。
　公正証書の原本は、公証役場
で厳重に保管され、秘密は厳守、
紛失・偽造の心配もありません。
　お気軽にご相談ください。
●相談日　毎週月曜日～金曜日
●時　間　午前９時～午後５時
●場所・お問い合わせ
　田辺公証人役場
　田辺市下屋敷町３７
　（℡２２－１８７３）

労働保険適用促進月間
　１０月１日から３１日は、労
働保険適用促進月間です。
　労働者を１人でも雇っている
事業主は労働保険に加入する義
務があります。
　加入手続きなど詳しくは、最
寄りの労働基準監督署（℡２２
－４６９４）、公共職業安定所
（ハローワーク）（℡２２－２６２
６）までお問い合わせください。

行政相談所の開設
  １０月１６日～２２日は
 　   行政相談週間です。
総務省では、国の事務や国の

補助を受けて県や市町村が実施
している事務に関する相談等を
実施しています。
　「行政相談週間」には、全国一
斉に各種の相談活動等が行われ、
白浜町でも、総務大臣の委嘱を
受けた行政相談委員が行政相談
所を開設します。相談は無料で
秘密はかたく守られますので、
お気軽にご利用ください。

●日　時　１０月１６日（月）
　午後１時～３時３０分
●場　所　白浜町福祉センター
●相談担当者
　七瀧　恵子　行政相談委員
　（総務大臣委嘱）
◆行政相談とは、
　役所、独立行政法人、特殊法人
などの仕事に関する苦情や意見・
要望を受け、公平・中立な第三者
的な立場から関係機関に必要な
あっせんを行い、その解決を促進
するとともに、国民の声を行政運
営の改善に役立てるものです。

　白浜消防署では「救急の日」及
び「救急医療週間」に伴い、９月
９日に白浜中学校の那須文香さん
を一日救急隊長、前田ゆかりさん、
小山葉月さんを一日救急隊員に任
命し、救急車の正しい利用や正し
い応急手当の必要性を理解してい
ただくため白浜町内の事業所３箇
所でポケットティッシュ等の配布
による街頭啓発を行いました。
　また、午後からは白浜町の小中
学校の教諭を対象に、応急手当の
必要性や手技を理解していただく
ためにＡＥＤを含む心肺蘇生法の
講習を実施しました。

⑮

１５－１

県立田辺産業技術専門学院
生徒募集

　県立田辺高等技術専門校では
平成１９年度の生徒を募集します。
◎１０月選考
・自動車工学科（定員１５人）
　（高卒以上２年課程）
・観光ビジネス科（定員２０人）
　（高卒者等１年課程）
・溶接板金科（定員２０人）
　（高卒者等１年課程）
■選考日
　１０月２０日（金）9:30 ～
■受付期間
　１０月２日（月）～１１日（水）
　※各科共３５歳以下
◎２月選考
■選考日
　２月６日（火）9:30 ～
■受付期間
　１月１２日（金）～２３日（火）
○願書配布、受付場所
　県立田辺高等技術専門校
　公共職業安定所
○選考場所　
　県立田辺高等技術専門校
○問い合わせ先
　県立田辺高等技術専門校
　〒６４６－００１１
　田辺市新庄町１７４５－２
　（TEL ２２－２２５９）

９月９日は「救急の日」
一日救急隊長及び一日救急隊員

を任命



１６－１

乳
が
ん
検
診
の
勧
め

く

に

べ

ひ

さ

や

産
婦
人
科
部
長
　
国
部
　
久
也

　
最
近
日
本
で
乳
が
ん
患
者
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
西
洋
人
に
比
べ
て
東
洋
人
女
性

に
は
乳
が
ん
患
者
が
少
な
い
こ
と
は
、
昔
か
ら
良
く
知
ら

れ
た
事
実
で
し
た
。
多
く
の
疫
学
的
調
査
研
究
か
ら
も
、

東
西
間
に
は
食
生
活
や
性
生
活
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習

慣
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
環
境
要
因
が
乳
が

ん
発
生
率
に
差
を
産
む
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
で
も
急
速
な
経
済
成
長
と
生
活
様
式
の

欧
米
化
に
伴
い
、
女
性
の
体
位
が
向
上
し
、
同
時
乳
が
ん

患
者
も
急
速
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
乳
が
ん

の
罹
患
率
は
欧
米
と
比
べ
る
と
患
者
数
か
ら
見
る
と
三
分

の
一
で
す
が
、
今
の
う
ち
に
真
剣
な
予
防
策
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
で
は
年
間
三
万
六
千
人
近
く
の
人
が
乳
が

ん
に
か
か
っ
て
お
り
、
女
性
で
は
胃
が
ん
の
三
万
四
千
人

を
抜
い
て
女
性
の
ガ
ン
罹
患
率
の
第
１
位
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
65
歳
ま
で
の
女
性
で
の
ガ
ン
死
亡
原
因
の
第

１
位
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
働
き
盛
り
の
女
性

が
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
乳
が
ん
は
経
済
的
・
精
神

的
・
人
的
負
担
の
大
き
い
ガ
ン
と
い
え
ま
す
。

　
原
因
と
し
て
先
ほ
ど
書
い
た
よ
う
に
食
生
活
・
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
主
因
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
食

生
活
が
向
上
し
、
初
経
年
齢
が
早
く
閉
経
が
遅
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
月
経
周
期
が
長
い
程
乳
が
ん

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
い
う
報
告
と
関
係
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
量
過
多
に
よ
る

肥
満
と
乳
が
ん
の
リ
ス
ク
に
関
係
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
少
産
少
子
化
の
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
も
乳
が
ん
増
加
と
関
係
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
初
経
か
ら
初
産
ま
で
の
期
間
が

長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
乳
が
ん
に
な
る
確
率
が
高
く
な
る
と

い
う
報
告
も
あ
る
か
ら
で
す
。
乳
が
ん
と
い
う
と
乳
房
を

全
て
摘
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
手
術
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
女
性
に
と
っ
て
美
容
的
な

立
場
か
ら
も
精
神
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
今
で
は
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、
悪
い
部
分

だ
け
を
取
り
除
く
と
い
う
局
所
切
除
術
が
考
え
方
の
主
流

と
な
っ
て
お
り
、
美
容
的
な
立
場
か
ら
も
精
神
的
負
担
は

軽
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
増
加

し
て
き
て
い
る
乳
が
ん
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
、

早
期
治
療
へ
導
い
て
い
こ
う
と
乳
腺
外
科
、
産
婦
人
科
の

医
師
が
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
乳
が
ん
の
早
期
発

見
は
や
は
り
乳
房
検
診
を
積
極
的
に
受
診
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
第
一
と
考
え
て
い
ま
す
。
検
診
方
法
は
乳
房
触
診

と
乳
房
超
音
波
検
査
お
よ
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の

組
み
合
わ
せ
で
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
は
触
診
、
超
音
波
検
査
で
は
わ
か
り
に
く
い
非
常
に

早
期
の
乳
が
ん
を
発
見
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

施
設
（
病
院
）
検
診
、
バ
ス
巡
回
検
診
が
和
歌
山
県
内
で

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
乳
房
検
診
へ
の
考
え
方
と

し
て
は
、
20
歳
代
は
症
状
が
あ
れ
ば
受
診
、
30
歳
代
は
触

診
＋
超
音
波
検
査
を
定
期
的（
１
年
に
一
度
程
度
）受
診
、

40
歳
以
上
は
毎
年
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
受
診
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
院
で
も
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
撮
影
は
有
資
格
の

女
性
技
師
が
専
任
で
検
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
な
に
か

心
配
な
症
状
が
あ
る
、
ま
た
は
症
状
は
な
い
け
れ
ど
家
族

に
乳
が
ん
の
方
が
お
ら
れ
た
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
病
院
の
ほ
う
へ
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
適
切
に

ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑯

國部

午　前
夕　診

　 8:30～11:30
  16:00～18:30

 9:00～
16:30～

●夕診　月・水・金→内科・整形外科
　　　　　　　　　　※整形外科の夕診は17:30～

　受付時間
 8:30～11:30
13:30～16:30
12:00～14:30
13:00～15:45
14:00～16:30

　診療時間
 9:00～12:00
14:00～17:00
12:30～15:30
13:30～16:00
14:30～17:00

●呼吸器外来→週３回（水曜午前午後・木曜午前／松尾）
●循環器・高血圧専門外来月２回（土曜午前） 受付8:30～11：00 診察9:00～ 12:00

●糖尿病専門外来→週１回（木曜午後／水本）
●関節専門外来→週１回（土曜午前／金）
●緩和ケア外来（予約制）→週１回（水曜午後／伊藤）
●腫瘍内科→１回（月曜午後／佃）
●心療内科・漢方外来（水曜午後／立田）

午前（月～土）
午後（月～金）
眼科（火）
皮膚科（火）
耳鼻咽喉科（木）

○(物療のみ)

電話 43-7880（受付）43-6200（代表）

産 婦
人 科 皮膚科

藤田

耳 鼻
咽喉科眼科

循環器
外 来

神経内科
リハビリ
専門外来

消 化 器
専門外来

石口

伊藤

泌尿器
科外来

当番医

県 立 医 大
（月３回）

県立医大
京都大学

佃伊藤

西富田ｸﾘ ﾆ ｯ ｸ診療
担当表 T E L 4 5 - 3 6 0 0

内科
整形
外科

ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ

○

西

松尾 ○

西 ○

木下

西

○

西

○

松尾

西

中島 / 大久保

佐藤 / 廣西

佐藤

県立医大
京都大学 西

小口

國部
　

國部

國部

國部
國部金(予約制)

金(予約制) 伊藤

伊藤
伊藤

小口

小口

笹岡

吉村

國部

國部
政田

午後
午前

午前

午後

水

午前

内科

月

火

木

金

土

午後

夕診
午前
午後
夕診
午前
午後

午前

夕診

午後

立田

山﨑

山﨑

松尾

高村

外 科
胃腸科

高嶋

高嶋

整形外科

ｷﾞﾌﾟｽ装具

整形ﾘｳﾏﾁ/金

金

政田

当番医

村山

村山

伊藤

松本

内科1 内科2 内科3

小口

夕診

夕診

山﨑

松本

立田

松本

佐藤

伊藤

当番医

木下

木下

木下

木下

大久保

原

政田

第1 . 3 　笹岡
第2.4.5 吉村

山﨑

松尾

伊藤

松尾

小児科

古久保
古久保

古久保
古久保

古久保

古久保

古久保
古久保

古久保

古久保

診療科　内科　　診療時間（午前9:00～12:00／午後14:00～17:00）　　休診日　土・日曜日・祝祭日・木曜日午後
担当医師　船曳　大久保（月・水曜日午後）　松尾（金曜日午前）　　　　　　　　　　　　（℡５２－２００２）

立田

●内科４診（再診）→月曜午前午後／佃・火曜午後／西・水曜午前午後／谷口・金曜午前午後／伊藤

谷口
谷口

谷口谷口
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10月の行事予定表

◎詳しいお問い合わせは、白浜町保健センター（℡４３－０１７８）まで。
⑰

■対　　象　　①６５歳以上の方 （予防接種に必要な書類を個人に郵送します）
　　　　　　　②６０～６４歳までの心臓 ・腎臓・呼吸器または免疫の機能障害で身体障害
　　　　　　　　者手帳１級を有する方及び同等の障害を有すると医師が判断した方
■期　　間　　平成１８年１０月１６日～１２月２８日
■接種回数　　１回
■自己負担額　１，０００円（生活保護世帯対象者は免除）

お問い合わせは、白浜町保健センター（℡４３－０１７８）までお願いします。

【１０月は臓器移植普及推進月間】

「いのちへの優しさとおもいやり」

　臓器移植は、皆さまからの善意
の臓器提供があって成り立つもの
です。あなたの意思で助かるいの
ちがあります。意思表示カード・
シールにご自身の意思を表示して
携帯することをお願いします。
　意思表示カード・シールは役場
や保健所等に備えています。
　詳しくは、県庁健康対策課
（℡０７３－４４１－２６４３）ま
でお願いします。

【１０月１０日は目の愛護デー】

「始めましょう、正しい瞳ケア」

　目が疲れる、目がかすむ、ものが
良く見えない、目が充血する、視野
の一部が見えない、目の中に虫の
ようなものが見える等の症状はあ
りませんか？目の病気も早期発見、
早期治療が重要です。「目の愛護
デー」を機会に目の大切さについ
て考えてみませんか？
　また、視覚障害に悩む人が角膜
移植を受けて視力が回復できるよ
うに「愛と健康の贈りもの」として
死後の献眼登録をお願いします。
　献眼登録についてのお問い合わ
せは、（財）和歌山県角膜・腎臓移
植推進協会（℡０７３―４２４―

７１３０）までお願いします。

日 曜日 行事名 実施場所 受付時間 対象者

2 月 栄養相談 中央保健センター  9:00～12:00

生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

胸部検診 富田地区  9:00～11:35 19歳以上

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

3 火 胸部検診 西富田地区  9:20～14:50 19歳以上

4 水 結果説明会 市江区民会館 13:30～14:00 9/4受診者

結果説明会 田野井会館 14:45～15:15 9/5受診者

ポリオ予防接種 中央保健センター 12:30～12:50

5 木 胸部検診 西富田・南白浜地区  9:00～15:00 19歳以上

6 金 胸部検診 北富田・椿地区  9:30～15:30 19歳以上

ポリオ予防接種 農業研修会館 12:00～12:20

9 月 ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:00～13:30

10 火 生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ポリオ予防接種 農業研修会館 12:00～12:20

11 水 ポリオ予防接種 中央保健センター 12:30～12:50

結果説明会 城区民会館 13:30～14:00 9/7受診者

結果説明会 玉伝区民会館 15:00～15:30 9/8受診者

12 木 １歳６カ月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域/H17年3・4月生

糖尿病予防教室 美之浦保健センター 19:00～21:00

13 金 ポリオ予防接種 農業研修会館 12:00～12:20

16 月 生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

２歳６カ月児相談 中央保健センター 13:00～13:10 全町/H16年3月生

17 火 ポリオ予防接種 日置川拠点公民館 14:00～14:20

18 水 子育て支援室 日置保育園 10:00～12:00

BCG予防接種 中央保健センター 12:30～12:50

19 木 １０カ月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域/H17年11月生

20 金 結果説明会 安居みまい荘  9:30～10:00 9/11受診者

結果説明会 川添山村活性化支援センター 14:00～14:30 9/12受診者

22 日 健康まつり 青少年センター  9:30～15:30

23 月 生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

24 火 ４カ月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域/H18年6月生

25 水
４カ月児・
１０カ月児健診

日置川拠点公民館 13:00～13:10
日置川地域/H17年11･12月
H18年5・6月生

26 木
１歳６カ月児・
３歳６カ月児健診

日置川拠点公民館 13:00～13:10
日置川地域/H17年1･2･3月
H15年3･4･5月生

糖尿病予防教室 美之浦保健センター 19:00～21:00

27 金 健康講演会 川添山村活性化支援センター  19:00～

28 土 健康講演会 美之浦保健センター  13:30～

30 月 生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

結果説明会 安宅ことぶき荘  9:30～10:00 9/21受診者

結果説明会 日置川拠点公民館 14:30～17:00 9/24受診者
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代
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き
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員
　
　
辻
　
成
紀
　
　（
地
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員
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）

な
か
や
ま
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委
　
員
　
　
中
山
　
篤
　
　（
日
置
中
学
校
長
）

は
し
も
と
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か
ず

　
　
委
　
員
　
　
橋
本
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和
　
　（
安
宅
区
長
）

や
ま
も
と
か
ず
お

　
　
委
　
員
　
　
山
本
一
男
　
　（
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識
経
験
者
）
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と
ま
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ふ
み

　
　
委
　
員
　
　
山
本
将
文
　
　（
矢
田
区
長
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第１日目　１１月４日（土）

　　午後１：００～　◎作品展示
　　　　７：００～　☆開会セレモニー
　　　　　　　　　　　（松原大正琴クラブ・美鈴クラブ）
　　　　　　　　　　☆開会行事
　　　　　　　　　　☆記念講演

かつら こ き ん じ

　　　　　　　講　師　タレント　桂　小金治　先生　
　　　　　　　演　題　「人の心に花一輪」

主　催　しら浜ふれあい文化祭実行委員会
事務局　住民交流センター（℡52-2446）

　第２日目　１１月５日（日）

　　午前９：００～　◎作品展示
　　　　　　　　　　　　　生け花・書道・手芸・俳句・写真・盆栽・菊花・絵画・ちぎり絵・陶芸・
　　　　　　　　　　　　　みどり園（陶芸）

　　　１０：００～　◎即売会・健康相談
　　　　　　　　　　　　　バザー・ヨーヨー・マグロの解体実演と即売・福祉バザー・梅屋即売会・
　　　　　　　　　　　　　安宅小学校育友会・婦人会・とれとれ牛乳(無料)・ミニにこにこ市・
　　　　　　　　　　　　　いきいき作業所・子どもと本の会リサイクルバザー・男の料理教室

　　　　　　　　　　　◎ふれあいイベント（大人と子ども）
　　　　　　　　　　　　　☆囲碁・将棋コーナー（大会議室）9:00 ～　☆ペタンク 10:00 ～
　　　　　　　　　　　　　☆長ぐつとばしゲーム 11:00 ～　☆お茶会（和室）12:00 ～ 13:00

　　午後１：００～　◎ふれあい広場
　　　　　　　　　　　　　☆田野井獅子舞　☆安宅子ども獅子舞　☆みまい太鼓

　　　　２：３０～　◎もちなげ（景品付）
　　　　７：００～　◎歌と踊りの夕べ

◆場所　住民交流センター（白浜町安宅）

１８－１



⑲

白浜町主催の第１回白浜町長杯テニス大会を下記の要項で開催します。ふるってご参加ください。

◇◇◇◇◇開開開開開     催催催催催     日日日日日　　　　　１１月１９日（日）（予備日１２月３日）

◇集合時間◇集合時間◇集合時間◇集合時間◇集合時間　午前９時（９時までに必ず受付を済ませてください）

◇開催場所◇開催場所◇開催場所◇開催場所◇開催場所　白浜町営日置川テニスコート

◇参加資格◇参加資格◇参加資格◇参加資格◇参加資格　年齢・住所は問いません

◇種　　目◇種　　目◇種　　目◇種　　目◇種　　目　・男子ダブルスＡ級・Ｂ級（自己申告制）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・女子ダブルスＡ級・Ｂ級（自己申告制）
◇◇◇◇◇参参参参参     加加加加加     費費費費費　１単位2,000 円
　　　　　　　※参加費は、当日会場の受付にてお支払いください。
　　　　　　　※申込締切後のキャンセルはできません。必ず参加
　　　　　　　　費をお支払いください。　

◇申込締切◇申込締切◇申込締切◇申込締切◇申込締切　１１月５日（日）必着

◆申込先◆◆申込先◆◆申込先◆◆申込先◆◆申込先◆【田辺・西牟婁テニス協会事務局：担当 鷹巣正幸】
　 　〒646-0011 田辺市新庄町659-1
 　 　e-mail:t-tennis@infoseek.jp（携帯電話からも送信可）
◆お問い合わせ先◆◆お問い合わせ先◆◆お問い合わせ先◆◆お問い合わせ先◆◆お問い合わせ先◆℡:090-1968-5502（高巣正幸：携帯電話）

●○●　 　●○●

《
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野
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家
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級
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催
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、
敬
老

会
）
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

《
大
古
手
編
み
教
室
》

う
し
ろ
じ

　
日
置
の
後
地
ち
づ
る
さ
ん
を
講

師
に
毎
月
第
２
水
曜
日
に
大
古
区

民
会
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、「
毎
月

会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
編

み
物
を
す
る
の
が
ス
ト
レ
ス
解
消

で
す
。」と
一
生
懸
命
作
品
づ
く
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

《田野井家庭学級》

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

１９－１

１９－２



⑳

・１０月　７日（土）
　富田分室　　午前１０時３０分～
　本　　館　　午後　２時３０分～

　１０月１１日（水）・２５日（水）北富田小学校

　１０月１９日(木)　午前１０時～　本館
たかどの ほうこ

　テキスト「高楼 方子」の本
　＊テキストは本館においてあります。

２０－１

２０－２

１０月２２日(日)本館、富田分室は休館します。



（平成１２年９月１２日生）

（平成１５年１０月７日生）

（平成１８年４月１２日生）

新一郎さん・めぐみさんの長男、次男、長女

安
居
俳
句
会

　

き
ん
じ
ろ
う

　
落
日
の
夕
陽
は
映
へ
て
山
も
染
む
　
　
　
金
次
郎

か
え

　
鳳
仙
花
弾
け
て
種
子
を
地
に
還
す
　
　
　
み
き
ゑ

こ
と
じ

　
故
郷
の
早
稲
熟
れ
し
頃
無
事
祈
る
　
　
　
琴
柱

せ

つ

　
秋
の
雲
予
報
外
れ
の
小
百
姓
　
　
　
　
　
勢
津

ひ
さ
え

　
百
年
の
瓦
美
し
今
日
の
月
　
　
　
　
　
　
久
枝

と
ん
ぼ

し
お
み

　
刈
り
進
む
田
に
赤
蜻
蛉
群
れ
て
来
し
　
　
汐
美

市
鹿
野
若
草
会

　

さ
だ
み

　
お
帰
り
と
お
気
を
つ
け
て
と
門
火
焚
く
　
貞
美

け
い
こ

　
鈴
虫
の
音
の
強
く
な
る
深
き
闇
　
　
　
　
桂
子

　
山
里
の
早
き
夕
餉
や
虫
の
声
　
　
　
　
　
く
す

　
里
訛
り
添
え
て
持
て
成
す
萩
の
宿
　
　
　
い
志
子

あ
き
よ

　
採
血
の
異
状
無
し
と
や
天
高
し
　
　
　
　
昭
代

　
サ
ル
ス
ベ
リ
廃
家
の
背
戸
を
一
人
じ
め
　
み
な
子

　
頂
き
し
西
瓜
の
味
の
格
別
に
　
　
　
　
　
ヒ
サ
子

き
ょ
う
こ

　
落
雷
に
夢
破
れ
た
り
昼
下
が
り
　
　
　
　
京
子

　
畑
の
隅
種
瓜
縄
で
括
り
置
く
　
　
　
　
　
サ
ダ
子

　
つ
く
つ
く
し
手
術
衣
に
替
え
指
輪
抜
く
　
み
き
枝

　
浴
衣
着
て
友
若
が
え
る
踊
り
の
輪
　
　
　
み
ち
子

『わがやのスター』募集中！ (詳しくは、役場企画財政課広報担当まで)

椿
園
湯
の
花
句
会

た
な
か
た
ま
の

　
蝉
し
ぐ
れ
通
り
し
雨
に
は
た
と
止
み
　
　
　
田
中
玉
能

く
す
も
と
や
ち
よ

　
亡
き
母
の
面
影
浮
か
ぶ
走
馬
灯
　
　
　
　
　
楠
本
八
千
代

や
ま
も
と
け
ん
じ

　
灯
籠
の
並
ぶ
浜
辺
や
数
知
れ
ず
　
　
　
　
　
山
本
健
二

い
と
う

　
踊
り
唄
終
は
り
波
音
も
ど
り
け
り
　
　
　
　
伊
藤
み
き

た
し
ま
う
め
の

　
遠
き
日
の
一
人
住
居
の
盆
提
灯
　
　
　
　
　
田
島
梅
野

ま
つ
む
ら
し
げ
こ

　
七
夕
や
星
に
願
い
を
こ
め
て
書
く
　
　
　
　
松
村
茂
子

と
り
ぶ
ち
あ
き
と
し

　
か
け
が
え
の
な
き
友
逝
き
て
梅
雨
あ
ら
く
　
鳥
渕
晃
利

か
ら
す
う
り
俳
句
会

さ
ち
こ

　
蟲
の
音
を
座
し
て
聴
き
い
り
都
会
子
　
　
　
祥
子

い
っ
す
い

　
ト
ン
ボ
き
て
遊
び
出
て
い
く
わ
が
家
か
な
　
一
水

た
ん
す

き

よ

こ

　
茶
箪
笥
の
上
に
斜
め
や
秋
扇
　
　
　
　
　
　
喜
代
子

　
盆
近
し
夜
は
歎
異
抄
読
み
返
す
　
　
　
　
　
き
み
子

こ
が
ね

さ
ち
こ

　
早
稲
田
縫
ふ
一
輌
電
車
黄
金
さ
す
　
　
　
　
幸
子

と
り
こ

い
　
く
　
こ

　
手
ず
さ
み
の
虜
と
な
り
し
夜
の
秋
　
　
　
　
尹
久
子

か
つ
こ

　
夕
虹
の
消
え
て
波
音
高
ま
れ
り
　
　
　
　
　
捷
子

え

つ

こ

　
稚
魚
の
群
れ
夕
焼
け
に
染
み
忘
れ
汐
　
　
　
江
津
子

す
ず
え

　
弾
む
児
の
声
よ
り
明
け
る
今
朝
の
秋
　
　
　
鈴
枝

ひ
ろ
こ

　
山
霧
の
流
れ
て
わ
れ
を
誘
へ
り
　
　
　
　
　
弘
子

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の
皆

さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
広
報

担
当
ま
で
。

２１－１

○21
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■
編
集
・
発
行

　
白
浜
町
企
画
財
政
課
企
画
係
　
℡
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５(

代
）

　
〒
６
４
９
ー
２
２
１
１
　
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

NO.8

１０／７ (土)・１４(土)・２１(土)・２８(土)

７：３０～９：００ｐ．ｍ／白良浜（雨天・強風の場合中止）

２００６本のキャンドル　ゆらめく願いの光・・・

日が落ちると柔らかな光に浮かび上がるさまざまなメッセージ。
潮騒のなか、白良浜が幻想的な世界に変わってゆく。

今年は２００６年にちなみ２００６本のキャンドルが優しい光を放ちます。

主催　南紀白浜温泉キャンドルイルミネーション２００６実行委員会

お問い合わせ：白浜町役場観光課（℡ ４３－５５５５）

２２－２

２２－１


